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問　
今
年
度
に
予
定
さ
れ
て

い
た
朝
霧
小
学
校
の
プ
ー

ル
の
改
築
は
見
直
し
・
再

問　
朝
霧
歩
道
橋
の
壁
面
パ

ネ
ル
は
経
年
劣
化
に
よ
り

黄
ば
ん
で
い
る
。
大
蔵
海

岸
の
風
光
明
媚
な
景
観
を

来
訪
者
等
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
透
明
度
の
高
い
パ

ネ
ル
に
更
新
で
き
な
い
か
。

答　
同
歩
道
橋
は
大
蔵
海
岸

へ
の
通
路
と
し
て
供
用
開

始
か
ら
27
年
が
経
過
し
、

壁
面
パ
ネ
ル
の
耐
用
年
数

と
な
る
20
年
を
超
過
し
て

い
る
が
、
パ
ネ
ル
に
大
き

な
損
傷
に
つ
な
が
る
も
の

問　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
問
題
に

関
す
る
市
主
催
の
意
見
交

換
会
の
内
容
や
市
民
団
体

と
の
連
携
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
今
年
８
月
と
９
月
に
開

催
し
た
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す

る
意
見
交
換
会
で
は
、
不

安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
や

市
へ
の
質
問
・
提
案
に
つ

い
て
多
く
の
意
見
が
あ
っ

問　
大
蔵
海
岸
の
魅
力
向
上

の
取
り
組
み
と
今
後
の
展

開
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
市
は
今
年
6
月
、
西

日
本
で
唯
一
、
同
一
地
点

で
日
本
の
朝
日
と
夕
陽
百

選
の
認
定
を
受
け
、
明
石

海
峡
と
朝
夕
の
太
陽
が
織

り
な
す
美
し
い
絶
景
を
市

内
外
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

ま
た
7
月
に
は
民
間
等
と

連
携
し
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

出
店
に
関
す
る
社
会
実
験

に
取
り
組
ん
だ
。
さ
ら
に

問　
介
護
認
定
制
度
に
人
を

合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

困
っ
て
い
る
人
に
制
度
を

合
わ
せ
る
仕
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
市
の
見
解
は
。

答　
本
市
の
高
齢
者
支
援
は
、

す
ぐ
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
つ
な
げ
る
の
で
は
な

く
、
で
き
る
こ
と
は
本
人

が
行
い
、
で
き
な
い
部
分

を
支
え
る
自
立
支
援
の
視

点
で
行
っ
て
い
る
。
戸
別

収
集
は
要
介
護
２
以
上
等

の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ

ば
行
え
ず
、
ご
み
出
し
だ

け
が
困
難
な
人
に
支
援
が

届
か
な
い
課
題
は
認
識
し

て
い
る
。
多
く
の
相
談
が

あ
り
、
で
き
る
だ
け
早
く

支
援
が
必
要
な
人
の
課
題

を
把
握
し
適
切
な
支
援
に

つ
な
ぐ
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
今
後
も
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
自
立
支

援
と
相
談
支
援
体
制
の
両

立
に
努
め
る
。

た
。
短
期
的
に
取
り
組
め

る
も
の
は
今
年
度
か
ら
着

手
し
、
市
の
施
策
に
生
か

せ
る
も
の
は
今
後
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
対
策
の
参
考
に
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
市
民

団
体
が
収
集
・
保
有
し
て

い
る
資
料
や
情
報
、
独
自

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情

報
共
有
を
図
り
、
よ
り
効

果
的
な
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
の

実
現
に
向
け
、
ど
の
よ
う

な
活
用
の
可
能
性
が
あ
る

か
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

今
後
も
正
し
い
情
報
を
分

か
り
や
す
く
伝
え
ら
れ
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

は
な
く
、
更
新
の
判
断
と

な
る
ひ
び
割
れ
等
の
劣
化

基
準
も
点
検
等
で
安
全
性

を
確
認
し
て
い
る
。
更
新

は
多
額
の
費
用
が
必
要
な

た
め
、
パ
ネ
ル
の
透
明
化

は
改
修
が
必
要
な
と
き
が

適
切
と
判
断
し
て
い
る
。

今
後
は
パ
ネ
ル
の
内
部
に

工
夫
を
凝
ら
す
な
ど
、
大

蔵
海
岸
へ
の
お
も
て
な
し

感
を
表
現
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
調

査
、
検
討
し
て
い
く
。

問　
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

へ
の
終
活
支
援
に
つ
い
て

市
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

問　
高
丘
小
中
一
貫
教
育
校

の
開
校
５
年
間
の
検
証
と

今
後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答　
同
校
は
、
30
人
程
度
学

級
や
外
国
語
教
育
、
明
石

北
高
等
学
校
や
地
域
と
の

連
携
等
、
特
色
あ
る
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
。
保

護
者
対
象
の
調
査
で
は
、

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
評

価
さ
れ
た
が
、
３
校
が
離

れ
た
場
所
に
あ
る
併
設
型

答　
本
市
は
終
末
期
に
関
す

る
不
安
等
の
解
消
や
課
題

解
決
の
た
め
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
委
託
す
る

明
石
市
後
見
支
援
セ
ン
タ

	

ー
内
に
終
活
相
談
支
援
窓

口
を
設
置
し
、
一
般
相
談

と
弁
護
士
、
司
法
書
士
に

よ
る
専
門
相
談
を
実
施
し

て
い
る
。
意
向
が
あ
る
場

合
は
本
人
死
亡
後
の
各
種

手
続
き
、
葬
儀
や
納
骨
の

手
配
、
財
産
管
理
等
を
あ

の
た
め
一
体
感
を
感
じ
に

く
い
な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
リ
モ
ー
ト

を
活
用
し
た
始
業
式
の
一

体
的
な
実
施
や
児
童
会
と

生
徒
会
が
連
携
す
る
な
ど

課
題
解
決
に
努
め
て
い
る
。

今
後
は
、
９
年
間
を
通
し

て
育
て
た
い
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
明
確
に
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
を
進

め
、
児
童
生
徒
が
主
体
的

に
参
画
す
る
機
会
を
増
や

す
な
ど
、
一
体
感
や
特
色

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

兵
庫
県
立
大
学
と
連
携
し

カ
キ
殻
を
用
い
て
生
態
系

の
修
復
に
向
け
た
実
証
実

験
を
行
う
予
定
だ
。
今
後

も
多
様
な
関
係
者
と
継
続

し
て
相
互
に
連
携
す
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
た
め（
仮

称
）
大
蔵
海
岸
活
性
化
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
に
ぎ
わ
い
や
回
遊

性
向
上
、
来
訪
者
の
滞
在

時
間
を
延
ば
す
な
ど
、
Ｌ

字
の
ま
ち
づ
く
り
の
視
点

も
視
野
に
入
れ
、
魅
力
向

上
に
つ
な
げ
た
い
。　

ら
か
じ
め
委
任
す
る
死
後

事
務
委
任
契
約
を
案
内
し

て
い
る
。
昨
年
度
は
終
活

の
理
解
と
啓
発
の
た
め
終

活
講
座
を
９
回
開
催
し
終

活
の
必
要
性
や
準
備
の
周

知
を
図
っ
た
。
６
月
に
は

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
を

支
援
す
る
仕
組
み
が
法
制

化
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も

同
協
議
会
と
連
携
し
、
支

援
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

検
討
と
な
っ
た
ま
ま
だ
が

今
後
の
プ
ー
ル
授
業
は
ど

う
な
る
の
か
。

答　
同
校
の
来
年
度
の
水
泳

授
業
は
民
間
プ
ー
ル
の
活

用
を
検
討
し
て
い
る
。
天

候
に
左
右
さ
れ
ず
計
画
的

に
実
施
で
き
、
専
門
の
指

導
者
に
よ
る
き
め
細
や
か

な
指
導
、
水
質
や
施
設
維

持
管
理
の
教
職
員
へ
の
負

担
軽
減
が
期
待
さ
れ
、
先

行
実
施
の
２
校
に
お
い
て

も
好
評
で
あ
る
。
な
お
、

耐
用
年
数
を
経
過
し
た
市

内
学
校
プ
ー
ル
は
増
え
て

い
る
が
、
製
造
最
大
手
の

メ
ー
カ
ー
が
撤
退
す
る
な

ど
新
た
な
改
築
は
厳
し
い

状
況
だ
。
今
後
、
全
面
改

築
が
必
要
な
学
校
に
は
、

近
隣
の
学
校
プ
ー
ル
の
共

同
利
用
、
公
共
・
民
間
プ

	

ー
ル
の
活
用
等
、
学
校
ご

と
に
最
も
適
し
た
方
法
を

選
択
し
て
い
く
。

小学校の水泳授業
民間プールの活用など
学校ごとに適した方法を

高齢者の終活支援
専門相談や講座を実施

支援の拡充に努める

小
中
一
貫
教
育
校
の
さ
ら
な
る
発
展
へ

一
体
感
や
特
色
あ
る
取
り
組
み
の
強
化
を

 

朝
霧
歩
道
橋

　  

壁
面
パ
ネ
ル

更
新
の
考
え
は

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
問
題

市
民
か
ら
の
意
見
や

今
後
の
取
り
組
み
は

多様な関係者と連携
にぎわいや回遊性高め

大蔵海岸の魅力向上へ

高
齢
者
の
困
り
事

課
題
の
早
期
把
握
で

　
　
適
切
な
支
援
を

大蔵海岸の玄関口（朝霧歩道橋）

さまざまなイベントを実施

　明石清水高等学校「人と環境類型」２年生２名のインター
ンシップ生を昨年に引き続き受け入れました。
　議員の活動を体験してもらうため、会派ごとのオリエン
テーションや市内各地への視察に同行しました。 
　参加した生徒からは、議員が現場に足を運び、市民一人
一人の声を大切にして課題解決に取り組む姿に深く感銘を
受けた。学校の授業だけでは得られない貴重な経験となり、
これからの学校生活や自らの進路を考える上での大きな糧
にしたいとの感想がありました。 
　10月17日（土）には、この体験に関する学習成果発表会
が明石清水高等学校で開催され、議員も参加しました。

高校生のインターンシップ生を受け入れ高校生のインターンシップ生を受け入れ
７月21日（火）から27日（月）まで７月21日（火）から27日（月）まで

会派でのオリエンテーション 子育て支援センターの視察

▽
採
択
さ
れ
た
請
願
△

○
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
と
育
ち
を
保
障
す
る

た
め
の
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採

択
の
請
願

〇（
仮
称
）
明
石
市
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
制
定
に
関
す

る
請
願

　
意
見
書
１
件
を
可
決
し
、
政
府
・
関
係
機
関
に
送
付
し
ま

し
た
。
以
下
は
そ
の
要
旨
で
す
。

◎
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
と
育
ち
を
保
障
す
る
た
め

の
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

１
　
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

地
方
財
政
を
確
保
し
た
上
で
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。

２
　
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
保
障
す
る
た
め
、
事

務
職
員
等
の
少
数
職
種
を
含
む
加
配
定
数
の
拡
充
な
ど
教

職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

３
　
小
・
中
学
校
の
さ
ら
な
る
学
級
編
制
標
準
の
引
き
下
げ

等
、
少
人
数
学
級
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

私の推し本私の推し本 壊れた脳　生存する知
山田  規畝子  著　　講談社

　高次脳機能障害とは、脳損傷に起因す
る、注意力・記憶力・言語・感情のコン
トロール等がうまく働かなくなる認知機
能の障害です。
　整形外科医だった著者は私の旧友であ
り、出版されてすぐ手に取りました。３
度の脳出血を繰り返し、重篤な高次脳機
能障害を発症。その具体的な症状や患者
としての思いが、医師、障害を抱えなが
ら子育てをする母親、尊厳を持った一人
の人間としての多角的視点から冷静に書
き記されています。
　まだまだ認知と理解が進まない高次脳
機能障害について、少しでも多くの方に
知っていただきたいと思います。




